
 

 

 

 

 

 

 

 

 

先週は３日間の期末考査がありました。夏休みま約１ヶ月。ほっとしているの

も束の間、３年生は１・２年生の復習は少しずつ進んでいるでしょうか。授業や

部活動で忙しい毎日ですが、「勉強時間０（ゼロ）」がないようにしましょう。ど

んなに疲れていても１日少しだけでも机に向かうようにしてください。簡単に言

えば、中学校は「勉強をすることに慣れる」ことが大切です。３年生は目標とし

ている高校受験まで悔いのない勉強ができるといいですね。 

今日の学校通信では、期末考査後にやっておきたい「４つ」のことを紹介します。これは、校長先

生の経験から書いていることですので、自分なりに考えてみて下さい。 

① すぐに答えに確認をしよう 
通常の授業では、答案を返却した授業で行います。間違えた問題を自分の手で色ペンなどで解

き直すことが大切です。書き直した答案は、もう一度集める教科もあります。 

② 考査のやり直しをしよう 

授業の先生が考査のやり直しのチェックをするなら、提出期限を守って出しましょう。２学期の中

間考査では、期末考査の範囲がテストも範囲になる場合もあります。間違った問題をそのままにし

ておくと、それが積み重なって大変です。今のうちに、友達や先生に質問してやり直しをしよう。 

③ 成績の記録と反省をしよう 
期末考査のやり直しとファイルの整理が終わったら、反省をきちんと、詳しく書きましょう。反省は

悪かったところだけ書くのではなく、期末考査でできた個所、勉強方法でよかったことなどを必ず

書くようにします。よかったことは、２学期の中間考査でも続け、悪かったところは中間考査に生か

すといいでしょう。例えば、次のように書くといいでしょう（あくまでも一例です）。 

＜よかった勉強＞ 

〇数学：教科書やワークの間違えた問題を何回も繰り返して、テストで間違えなかった。 

〇理科：実験で学んだことをきちんとまとめていたので、それが生かせた。 

〇国語：漢字の勉強を頑張ったので、漢字が全問正解できた。 

＜中間考査に向けて生かしたい勉強＞ 

●英語：リスニングがあまりできなかったので、授業中集中し、家でも買ってきた CDを聴く。 

●社会：グラフや資料の間違えが多かったので、関連付けて覚えるようにする。 

全部の教科について、詳しく書いてみることで、成果と課題が分かります。 

時間があれば、夏休みに問題をもう一回解いて、次に繋げましょう。点数や順位だけを見て、「よ

かった」「悪かった」と喜んだり、悲しんだりして終わりにしないようにしましょう。よかったことは中

間考査に生かせばいいし、悪かったところは改善していけばいいと思います。大切なことは、よかっ

たこと、悪かったことを忘れないことではないでしょうか。 

④ テストはファイリングしよう 
期末考査の問題や解答用紙ははファイルに綴じておきましょう。２学期の中間考査の前に確認で

きるよう保管しておきましょう。なぜ、問題用紙や解答用紙を保管するのでしょうか。もちろん、次の

中間考査に生かすためでもありますが、夏休み後の課題テスト、３学期の総まとめテストのためで

もあります。一般に「実力テスト」と呼ばれるもので、このテストは範囲が広く、「習ったところ全部」

が範囲です。範囲が広いと、勉強方法も迷いがちです。実力テスト前に何をすべきか迷ったときに、

綴じてあるテストを解きなおすとよい復習になると思います。これまでの勉強内容を復習するのに

ぜひ「ファイル」を活用しましょう。もちろん、入試へ向けても同じことがいえます。 

 

 

 

 

先生はバドミントン部を３０年以上指導してきましたが、「何のために練習してい

るのか」「何のために試合に出ているのか」とよく生徒に尋ねたものです。もちろ

ん、勝つためもあるでしょうが、それ以外に大切なことがあるように思います。次の

内容はずいぶん前に新聞に載った記事です。みんなはどう感じるでしょうか？感想

をぜひ聞かせてください。 

◆佐賀県の高校ラグビーは初戦にして決勝戦を迎える。県大会に出場するのは佐賀工業と鳥栖工

業のみ。公式戦出場が2校というのは全国でも佐賀と島根しかない。30年前までは佐賀でも6校が

県大会に出ていたが、部員不足などで次々に姿を消したという。 

◆佐賀工業は全国大会に38年連続で出場し、五郎丸 歩選手ら日本代表も輩出する強豪校。これ

に対し、鳥栖工業は、高校からラグビーを始めた部員が大半だ。両校は、全国大会出場を懸けた県

大会決勝で12年連続して戦い、佐賀工業が常に圧倒。昨季は209対0という結果だった。 

◆鳥栖工の生徒はどんな思いでラグビーを続け、佐賀工と戦っているのか。そこには勝敗だけにこだ

わらない世界があった。互いを認め合い、居心地の良さをつくり、共に成長する。何のために部活動

はあるのか。あらためて考えさせられた。 

◆試合前から勝負は決まっている。ラグビーの全国高校大会佐賀県予選決勝で、佐賀工業が２０９

－０で鳥栖工業を下した。出場は２校。県の方針で佐賀工業に有望選手が集中し、決勝は毎年、全

国的にも異例の大差がつく。「公平性を失う」「予選の意味がない」との批判もあるが、双方の選手

にはそれなりの緊張感がある。 

◆３８年連続で全国大会に出場する佐賀工業では、県決勝で２００点以上奪えれば、花園（全国大

会の開催地、高校野球で言えば甲子園）で８強入り程度の力があるといわれている。２分に１回の

割合でトライし、キッカー素早くゴール。それはそれなりに楽な戦いではない。この点数に監督は「自

信になる」と手応えをつかんだ。 

◆鳥栖工業は、さすがに勝とうとは思っていない。かといって投げやりではない。「１トライを奪う」「タ

ックルで何人止める」などと強く意識した。勝負は負けたが、選手は「最後まであきらめたり、逃げた

りしなかった」と誇らしげに言った。 

◆鳥栖工業は、練習試合で隣県の４強に勝つくらいまで力をつけている。選手の中には企業チーム

でプレーを続ける人もいる。「佐賀工業高校の選手には負けたくない」と口をそろえる。いいお手本

がいる。当時の佐賀東高校出身で、サニックスのＦＢ古賀だ。最後の花園予選は決勝で佐賀工業高

校に３－２１１で敗れた。古賀は「みじめな負けだったけど、懸命に続けたから今がある」。大敗して悔

しくないはずはないが、それをエネルギーに変える選手もいる。 

◆「２０９－０」という数字には、「無意味」で片付けられない思いがこもっている。 
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＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 

期末考査を終えて～ほっと一息、でも・・・。～ 

 


